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薬価制度や調剤報酬等の抜本的見直し
● より良い医療を効率的に提供するとともに、経済再生と財政健全化の一体的な実現にも資するため、
公的医療保険における薬価制度や調剤報酬等の抜本的見直しを強力に推進

 医薬品産業には、成長戦略の柱としての期待が掛かる

薬価制度の抜本改革
「薬価制度の抜本改革に向けた基本方針」(平成28年12月

20日関係4大臣決定）に基づき、薬価制度の抜本改革を推進

地域包括ケアの一翼を担うかかりつけ薬剤師・薬局
「患者のための薬局ビジョン」（平成27年10月23日厚生労
働省）等を踏まえ、地域で暮らす患者本位の医薬分業
を実現

 現在の薬局の多くは、求められる役割を十分に果たせていない

①実勢価格・量を機動的に少なくとも年１回薬価に反映
②現行の薬価算定方式の更なる改善
③医薬品産業について、より高い創薬力を持つ産業構造に転換

国民皆保険の持続性
＋

イノベーションの推進

国民負担の軽減
＋

医療の質の向上

 医療費の伸び(高齢化分を除く）の半分以上は薬剤費
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薬局に求める機能

（n = 2,437）

（イメージ）

調剤報酬の見直し
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処方箋

主要製造業の国内納税額の推移（2014年）

薬 局最も受付回数が多い保険医療機関の処方箋集中率

（n = 1,633）
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平成27年厚生労働省調査
（複数回答） 平成26年厚生労働省調査

出所：財務省「法人企業統計」、医薬品は製薬協活動概況調査
作成：日本製薬工業協会 医薬産業政策研究所
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薬の一元的管理

副作用・効果の継続的確認

気軽な健康相談

後発医薬品の
使用に関する説明

飲み忘れの確認
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